
しょう6 しゃかい「武士の 世の 中(鎌倉・室町)」 その3
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 馬を走らせながら的を射る、武士の訓練を何という?

ア 相撲 イけまり ウ能 エ 流鏑馬 こたえ 

2 元が最初に日本にせめて来たのは 何年?

ア 1467年 イ 1221年 ウ 1274年 エ 1192年 こたえ 

3 室町幕府の3代将 軍で、金閣を建てたのは?

ア 徳川家光 イ 足利義満 ウ 足利尊氏 エ 足利義政 こたえ 

4 御家人が将 軍のために戦うことを何といった?

ア 御恩 イ検地 ウ 奉公 エ 刀 狩 こたえ 

5 室町幕府を開いた武士は?

ア 北条時宗 イ 足利義満 ウ 源 頼 朝 エ 足利尊氏 こたえ 

6 日明貿易で、明から輸入された銅銭の例は?

ア 永楽通宝 イ 寛永通宝 ウ 和同開珎 エ 大判 こたえ 

7 御家人が、自分の領地を命がけで守ったことから生まれた言葉は?

ア 以心伝心 イ 一所懸命 ウ 一石二鳥 エ 一期一会 こたえ 

8 元寇のあと、生活に苦しむ御家人を救おうと幕府が出した、借金を帳消しにする命令を

何という?

ア 御成敗式目 イ 楽市・楽座 ウ 武家諸法度 エ 徳政令 こたえ 

9 墨のこい・薄いだけで自然をえがく水墨画を大成したのは?

ア 雪舟 イ 葛飾北斎 ウ 狩野永徳 エ 歌川広重 こたえ 

10 源氏と平氏の戦いをえがき、琵琶法師が語り伝えた物語は?

ア 古事記 イ 源氏物語 ウ 平家物語 エ 枕草子 こたえ 

ぶし よ なか かまくら むろまち

うま はし まと い ぶし くんれん なん

すもう のう やぶさめ

もと さいしょ にほん き なんねん

ねん ねん ねん ねん

むろまち ばくふ だいしょうぐん きんかく た

とくがわいえみつ あしかがよしみつ あしかがたかうじ あしかがよしまさ

ごけにん しょうぐん たたか なん

ご おん けんち ほうこう かたながり

むろまち ばくふ ひら ぶし

ほうじょうときむね あしかがよしみつ みなもとのよりとも あしかがたかうじ

ひあがりぼうえき あか ゆにゅう どうせん れい

えいらくつうほう かんえいつうほう わどうかいちん おおばん

ごけにん じぶん りょうち いのち まも う ことば

いしんでんしん いっしょけんめい いっせきにちょう いちごいちえ

げんこう せいかつ くる ごけにん すく ばくふ だ しゃっきん ちょうけ めいれい

なん

ご せいばいしきもく らくいち らくざ ぶけ しょ はっと とくせいれい

すみ うす しぜん すいぼくが たいせい

せっしゅう かつしかほくさい かのうえいとく うたがわひろしげ

げんじ へいし たたか びわ ほうし かた つた ものがたり

こじき げんじものがたり へいけものがたり まくらのそうし



11 水を使わず、石と砂で山や水の流れを表した庭を何という?

ア 盆栽 イ 寝殿造の庭 ウ 枯山水 エ 回遊式の庭 こたえ 

12 次のできごとを古い順にならべると?

ア 元寇→鎌倉幕府が開かれる→室町幕府が開かれる

イ 鎌倉幕府が開かれる→室町幕府が開かれる→元寇

ウ 鎌倉幕府が開かれる→元寇→室町幕府が開かれる

エ 室町幕府が開かれる→元寇→鎌倉幕府が開かれる こたえ 

13 元寇のあと、御家人たちの不満が高まった理由は?

ア 命がけで戦ったのに、十 分なほうびがもらえなかったから イ 税が下がったから

ウ 領地が広がりすぎたから エ 戦いに負けたから こたえ 

14 銀閣を建てた室町幕府の8代将 軍は?

ア 足利義満 イ 源 頼 朝 ウ 足利義政 エ 徳川家康 こたえ 

15 壇ノ浦の戦いで平氏をほろぼした、頼朝の弟は?

ア 足利尊氏 イ 源 頼 家 ウ 源 義 経 エ 北条時宗 こたえ 

16 御恩と奉公のように、土地を仲立ちとした武士の主 従関係を何制度という?

ア 中 央集権 イ 封建制度 ウ 議院内閣制 エ 律 令制度 こたえ 

17 室町時代に、商 人や手工業者が同業者でつくり、営業を独占した団体を何という?

ア 五人組 イ 座 ウ 惣 エ 株仲間 こたえ 

18 銀閣について正しいのは?

ア 鎌倉に建てられた イ 足利義満が建てた ウ 銀ぱくははられていない

エ 全体に銀ぱくがはられている こたえ 

19 「つれづれなるままに」で始まる、鎌倉時代の随筆は?

ア 平家物語 イ 方 丈記 ウ 枕草子 エ 徒然草 こたえ 

20 「南無妙法蓮華経」と題目を唱えることを説き、日蓮宗を開いたのは?

ア 一遍 イ日蓮 ウ法然 エ 親鸞 こたえ 

みず つか いし すな やま みず なが あらわ にわ なん

ぼんさい しんでんづくり にわ かれさんすい かいゆうしき にわ

つぎ ふる じゅん

げんこう かまくら ばくふ ひら むろまち ばくふ ひら

かまくら ばくふ ひら むろまち ばくふ ひら げんこう

かまくら ばくふ ひら げんこう むろまち ばくふ ひら

むろまち ばくふ ひら げんこう かまくら ばくふ ひら

げんこう ごけにん ふまん たか りゆう

いのち たたか じゅうぶん ぜい さ

りょうち ひろ たたか ま

ぎんかく た むろまち ばくふ だいしょうぐん

あしかがよしみつ みなもとのよりとも あしかがよしまさ とくがわいえやす

だん うら たたか へいし よりとも おとうと

あしかがたかうじ みなもとのよりいえ みなもとのよしつね ほうじょうときむね

ご おん ほうこう とち なかだ ぶし しゅじゅうかんけい なに せいど

ちゅうおうしゅうけん ほうけん せいど ぎいん ないかくせい りつりょう せいど

むろまち じだい しょうにん しゅこうぎょうしゃ どうぎょうしゃ えいぎょう どくせん だんたい なん

ご にんぐみ ざ そう かぶ なかま

ぎんかく ただ

かまくら た あしかがよしみつ た ぎん

ぜんたい ぎん

はじ かまくら じだい ずいひつ

へいけものがたり ほうじょう き まくらのそうし つれづれぐさ

なむみょうほうれんげきょう だいもく とな と にちれんしゅう ひら

いっぺん にちれん ほうねん しんらん



こたえ　しょう6 しゃかい「武士の 世の 中(鎌倉・室町)」 その3

1  エ 流鏑馬

2  ウ 1274年

3  イ 足利義満

4  ウ 奉公

5  エ 足利尊氏

6  ア 永楽通宝

7  イ 一所懸命

8  エ 徳政令

9  ア 雪舟

10  ウ 平家物語

11  ウ 枯山水

12  ウ 鎌倉幕府が開かれる→元寇→室町幕府が開

かれる

13  ア 命がけで戦ったのに、十分なほうびがもら

えなかったから

14  ウ 足利義政

15  ウ 源義経

16  イ 封建制度

17  イ 座

18  ウ 銀ぱくははられていない

19  エ 徒然草

20  イ 日蓮


